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2010 年度に引 き続き ， オース ト ラ リ ア (キャ ンベ ラ ， ワ ガ ワ ガ， シ ドニー) において参
加体験型の教育実習 を行っ た。 実習生たちは， カ リ キ ュ ラ ム を含めた教育内容が学校や教
師に委ね られている点な どのオース ト ラ リ アの教育の制度的な鞘蚊に着 目 し， その有効性
を指摘 している。 ま た， 子 ど も たちの主体的な学習の状況に着 目 し， 日 本 と オース ト ラ リ
アの違いを生む要因 と して， 授業の進め方や学習形態な どの基本的な違いを挙げている。
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1 異文化圏実習のね ら い と 計画
(1) 異文化圏実習のね ら い
異文化圏実習のね ら いは， 実習生たちの教育に
関する 「実践J を拡大する こ と であ る 。 本研究科
の 「理論 と 実践の融合」 と し づ 思念を実現す る 上
で， 実践の在 り 方に改善の余地がある。 実践の在
り 方の改善は， 実習の時間を拡大する方向 を と る
こ と が多い。 も ち ろ ん， 実践的な経験を積み重ね
る こ と は大切な こ と であ り ， 時間数を増加 させる
こ と は効果が期待でき る。 その一方で， 質的な充
実 も 追究 しなければな ら ない。 教職大学院の役割，
特に， 現織教員が教育実習 を行 う こ と の意味を考
えた と き ， 教育実習 に質的な違いを含め る こ と が
重要に な る 。
表 1 . 異文化圏実習 201 1 の 日程
9/2 金 キャンベラ 研修 口国会議事堂(新旧)
実習 ロキャンベラ補習授業校
多 く の教育実習生がそ う であ る よ う に， どの よ
う な教育活動を行 う かは， その人が受けて き た過
去の教育を反映する。 自 分が受けてき たイ メ ージ
を土台 と して授業が展開 される。 こ の こ と は， 同
質の教育文化の内側か ら 3 教育について客観的な
考察を行 う こ と の難 し さ を表 している。 その改善
策 と しての側面を異文化圏実習 は も っ てい るo
ま た， 教育実習に質的な違いを も た らすも の と
して， 異校種の教員の存在が挙げ られる。 今回の
異文化圏実習 においては， 小学校， 中学校， 高等
学校の現職教員各 2 名 (ス ト レー ト マス タ ーは 1
名) が参加 した。 「現職教員」 と し サ 枠組は同 じで
あ っ て も ， 実践を重ねてき た授業の在 り 方や授業
についての考え方に違いがあ る 。 同 じ授業実践を
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行いなが ら， 互いの と ら え方に違いがあ る こ と に
気付 く こ と も効果的である。
実習する 固 と して， オース ト ラ リ ア を選択 して
いる。 主な理由 は， 以下の 3 点である。 第一は，
オース ト ア リ アが多文化共生社会 と い う f拘ノ敷を も
っ てい る こ と であ る 。 異なる 文化を もっ人々 が共
生する社会で， 学校の機能を果たすために どの よ
う な鞘敷がある のかを探る こ と が可能である。 第
二は， 言語の教育や特別支援教育についての支援
策が充実 してい る 点である。 日 本の小中学校では，
特別な支援を要する子 ど も たちへの対応が課題 と
なっている。 ま た， 今年度か ら全面実施 さ れた小
学校学習指導要領の外国語活動への対応 と し 、っ た
点か ら も参考にする と こ ろは多い。 第三は， 2000 
年か ら OECD が行っ て き た生徒の学習到達度調査
(いわ ゆ る PISA 調査) の読解 リ テ ラ シーに関する
結果である。 2000 年調査の平均得点 (528) を最高
と して， オース ト ラ リ アはその後 も 比較的安定 し
て好刷費を収めている。
(2) 異文化圏実習の計画
異文化圏実習 の 日 程は， 表 1 の と お り であ る。
教育実習 を行 う のは， キャ ンベラ補習授業校，
ク ー ラ モ ン ・ セ ン ト ラル ・ ス ク ーノレ， ワ ガ ワ ガ ・
ハイ ・ ス ク ーノレの 3 校である。 キ ャ ンベラ補習授
業校は 日 本語を母語 と しない子 ど も た ち も含まれ
る 中で， 国語 ( 日 本語) や算数な どの授業を経験
する。 他の 2 校では， 日 本の文化に関わる よ う な
学習教材を取 り 上げて授業を行 う こ と にな る 。
ま た， キ ャ ンベラ のオース ト ラ リ ア 国 立大学
(倒的 ， ワ ガ ワ ガのチャーノレズ・ ス タ ー ト 大学 (csu)
で講義を受け る こ と も組み込まれている。 多文化
共生社会である オース ト ラ リ アの歴史やその教育
制度な どについて知 る機会 と する。
2 授業実習 ・ 授業参観の実際
異文化圏実習 201 1 で、行っ た授業実習や授業参
観について， 実習生で分担 して報告する。
(1) キ ャ ンベラ補習授業校
授業実習 を小学校の ク ラ ス では、 1 年生， 2 年
生， 4 年生で国語を， 中学校の ク ラ ス では 3 年生
で、数学を行っ たO 事前に補習授業校か ら学年や授
業内容の連絡が あ り ， 各担当者は準備を して臨む
こ と ができ た。 しか し， 子 ど も た ちの実態や使用
でき る 耕才教具な ど， 実際に訪れてみない と 分か
ら ない こ と も あ り ， 臨機応変に授業を行 う 必要が
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あ っ た。
授業実習 を行 う 前に， 実際に授業の様子を参観
して驚いたのは， 授業を進め る 速 さ で、あったo 補
習授業校での授業は， 基本的に週に 1 日 ， 国語と
算数のみの 4 時間である。 そのため， 日 本の 1 週
間分を 1 日 で行わなければな ら ない。 したがっ て，
効率よ く 習得さ せる こ と が中心 と な り ， 教師主導
で展開 してい く 場面が多 く 見 られた。 自 力解決や
話 し合いを十分に行 う 時間の余裕はないよ う であ
っ た。 ま た， 学習内容の補習が 中心であ り ， 生徒
指導や学級経営は現地校のス タ イ ノレ と 同 じ よ う で
あ っ た。
担当 した小朝交 1 年生の国語の授業では， 本来
は 4 時間扱いの内容を 1 時間で行っ たo 教科書を
読むに しろ， 漢字練習 をする に しろ， 一つ一つ確
認 しなが ら進めてい く と ， す ぐに時間が足 り な く
な っ て し ま っ た。 補習校のス タ イ ノレに合わせる な
ら ば， 内容を精選 し， それに応 じた教材の扱い方
や進め方を考え る必要を感 じた。 一方で， 敢えて
耕寸に向 き 合 う 時聞を十分に確保 し， 子 ど も に考
え させる授業実習 を行っ た ク ラ ス も あっ た。 その
ク ラ ス の担任は授業後に， r普段 と は異なる学びを，
子 ど も た ち は得て い た よ う だ。 よ い経験 と な っ
た。 J と 感想を述べていた。
補習授業校では， r 日 本 と 同 じ学校をつ く る j
と い う 方針で、行っ ているO し か し， 同 じ教育内容
を 目 的 と し同 じ耕才を扱っ て も ， 授業時間や学級
経営のあ り 方な どの条件が異な る と ， 授業づ く り
も 大 き く 異な る こ と を実感 した。 (菅原智法)
写真 1 . キャ ンベラ補習授業校での授業
(2) 授業実習 「折 り 紙j
ク ーラ モ ン ・ セ ン ト ラノレ ・ ス ク ーノレで小中学生
約 60 名 ， ワ ガ ワ ガ ・ ハイ ・ ス ク ールで、中学生約
15 名 を対象に折 り 紙の授業実習 を行っ たO 授業者
は， 小山 田夏美 と 信夫智彰の 2 名 であ る。
内容 と しては， í風船J と 「手裏剣J を折 り 紙で
作る と い う 創作活動である。 日 本か ら は， 折 り 紙
を約 500 枚， 大半IJ用紙を 15 枚ほ ど準備 した。
折 り 紙を初めて体験する子 ど も た ちに と っ て
課題 と な る のは， 折っ て形が変化 してい く も の を
同ーの も の と 捉え る こ と ， 言語か らの説明で、作っ
てい く イ メ ージする こ と ， 折 り 紙の角や先をき ち
ん と 合わせて折る こ と が考え られた。 ま た， 授業
者の課題 と しては， 英語に よ る説明が挙げ られた。
授業者が直接子 ど も の折 り 紙を折っ て しま っ ては，
子 ど も の創作する意味が な く な っ て しま う ので，
授業者は手を出 さ ないで， 模造紙で説明 した。 以
上のこ と をふま え， 折 り 紙の作品 を全員が完成す
る こ と を 目 標におき， 創作活動は一斉に行い， 口
頭説明だけでな く ， 大判用紙を用いての説明 も 同
時並行で行 う こ と を計画 した。
ク ーラ モ ン ・ セ ン ト ラル ・ ス ク ールで、は， 折 り
紙に初めて触れる子 ど も が多かっ たo í端 と 端 を き
ちん と そ ろ えて折 り ま し ょ う J と い う 一言を付け
加 え る と 上手 く 折れる よ う だ、っ た。 予想以上にス
ムーズに 「風船J を創 り 上げていた。 2 枚の折 り
紙を使 う 「手裏剣」 は， 難 しい よ う だ、っ た。 2 枚
がそれぞれ違 う 形になった と き ， どち らが どの位
置にいる かを把握する こ と につまずく 子 ども が多
かっ たO
ワ ガ ワ ガ ・ ハイ ・ ス ク ーノレでは， 全員が 日 本の
こ と を知 っ てお り ， 折 り 紙に初心者はいなかっ た。
「風船J の折 り 方を知っ てい る 子 ど も も お り ， 授
業者の説明 が半分を過 ぎ る こ ろ にはすでに作 り 終
えて， 友達の手伝いを していた。 しか し， 2 枚の
折 り 紙で 1 つの作品を作る と い う のは初めて の よ
う で， 興味を も っ て創作に取 り かかっ ていた。 ま
た， 教師 ・ 実習生が全員いる なかだっ たので， 子
ど も た ち の各テーブルで一緒に折 り 紙を折っ てい
ただいた。 子 ど も た ち も つまずいた ら， 教師たち
の折 り 方を見て， 自 分で折る こ と ができ た。
紙を折っ ていき ， 一つの作品を仕上げる。 出来
上がっ た作品は， 手に収ま る 小 さ な も ので も ， 完
成 さ せた と き ， 子 ど も は満足そ う な顔を していた。
授業を終えてか ら ， 教師 と 話を した。 「 日 本の伝
統的な文化で遊びだけれ ど も ， 折っ て形を変えて
倉り り 上げる こ と で， 子 ど も た ちに頭の体操になっ
た」 と 言っ ていただし 1た。 子 ど も たちは， 完成 さ
れた も のをみて， そ こ へいたる過程を考え る こ と
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を折 り 紙の授業で していたのであ る。 日 本の文化
に触れる と い う 趣旨の実関受業で， 少 しで も 子 ど
も たちが考え る 場面ができ た こ と は， 自 分に と っ
て思わぬ高IJ産物であっ た。 (小山 田夏美)
写真 2 . r折 り 紙J の授業風景
(3) 授業実習 「書写j
「書写」 の授業は， ク ーラ モ ン ・ セ ン ト ラノレ ・
ス ク ールで、小中学生約 60 名 を対象に 50 分授業を
3 回， ワ ガワ ガ ・ ハイ ・ ス ク ーノレで中学ι約 15 名
を対象に 40 分授業を l 回行っ た ( 日 本語選択ク ラ
ス ) 。 授業者は， 菅原智法 と 佐藤義正の 2 名 であ る。
授業は以下の よ う に展開 した。 初めに 日 本語の
3 つの文字の種類について紹介 し， イ ラ ス ト カ ー
ドを用いて漢字が表意文字であ る こ と を示す。 次
に今国行 う 書写のや り 方を， 手本をみせて示す。
道具の説明 な ど も こ こ に含める。 そ して， 見本を
一緒に載せてあ る宇を書 く 紙を配布 し， 各 自 お も
いお も いに宇を書く 。 早 く で、き た人には 2 枚 目 の
紙を配っ た り ， 見本以外の漢字， 名 前の漢字名 (当
て字) を教えて取 り 組ませた り した。 見本で用意
した字 と は， 具体的には 「山J í川J í月 J í火」 な
どの漢字である。
今回は特に 日 本文化の書写を体験する と い う こ
と その も の を一つの授業 目 的 と した。 そのため，
形も本格的な も の に近づけ， グループ。で、すず り を
用いて墨をす り ， 1 人が 1 本小筆を持って宇を書
く と い う も のに した。 ま た書 く 時間 を比較的多 く
と る よ う に した。 子 ども た ちは こ ち ら が提示する
イ ラ ス ト や手本な どに興味深く 見入っ てお り ， 字
を書く 段階でも積極的に取 り 組み， 多 く の字を書
いた り と て も丁寧に書いた り する 姿が見られた。
書写をする こ と その も の を楽 しそ う に している場
面が多かっ たのが印象的で、あ る。 ま た， 授業の最
初 と 最後で行っ た 日 本の 「礼」 も異文化様式と し
て面 白 かっ た よ う だ。
実習 を行っ た側に と っ て学んだこ と と は， オー
ス ト ラ リ ア における異文化紹介の授業を行っ た時
の子 ど も たちの反応を体感 し知 る こ と ができ た と
い う こ と であ る 。 イ ラ ス ト カ ー ドを使っ た教授方
法 と それに対する反応に， 日 本 と の共通する も の
を見出すこ と がで き た。 ま た書道セ ッ ト と い う 教
材その も のの強 さ (異文化を本格的に体験 しのめ
り こむ と い う も の) を認識する こ と と も な っ た。
こ こ での授業展開 での教授ス キノレを今後役立
て る と い う よ り は， こ の実習の体験 を も と に異文
化圏の教育やこ ど も について理解を深め授業者 自
ら の視野を広げる こ と と なっ た と い う も のではな
いだろ う か。 日 本の教育 と 比較する 際の一つの視
写真 3 . r書写」 の授業風景
点 を獲得 した と い う こ と が大き い学びで、あっ た と
考え られる。 (佐藤義正)
(4) 授業実習 「調理」
ク ーラ モ ン ・ セ ン ト ラル ・ ス ク ールで、巻き 寿司
づ く り の調理実習 を行っ た。 授業者は， 驚藤弘子
と 松田亜希子の 2 名 であ る。 こ の授業のために特
別に 3 ク ラ ス < 1 ク ラ ス小中学生混合 (5"-'16 歳)
20 名 > の ク ラ ス編成を事前に行っ てお り ， さ ら に
食物の授業を選択 した高校生 (男子 3 名 ， 女子 5
名 ) がテ ィ ーチング ・ アシス タ ン ト を務めて く れ
た。 実習に必要な材料 ・ 用具については， 日 本か
ら持参 した海苔以外の も のは全て ク ー ラ モ ン ・ セ
ン ト ラノレ ・ ス ク ーノレで、準備 していただいたo 授業
実習前に私たち担当者は準備を始め， 鍋でご飯を
炊いて酢飯を作 り ， 4 種類の具材を切 り 分け る な
どの下ご し ら えを した。 テ ィ ーチ ン グ ・ ア シス タ
ン ト の高校生は， 授業聞の時聞を利用 して材料の
分配な どを手伝っ て く れた。 授業で、の グループ。構
成は， 小中学生混合で 6 グループ。 (3"-'4 人ずつ)
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をつ く り ， 各グループ。に高校生が 1 名ずつ入る こ
と と し， 残った 2 名 は洗い場を担当 した。 調理実
習は， ① 日 本の寿司の種類について説明， ②巻き
寿司の作 り 方の説明 と 実演， ③好き な具材を入れ
ての巻き寿司づ く り ， ④試食ま たは， 昼食にする
た めの包装， ([後片付けの流れ と した。
日 本の寿司についての 「認知度は予想以上に高
く ， オース ト ラ リ アでも巻き寿司が市販 さ れてい
る こ と も あ っ て， 食べた こ と が あ る 子 ど も が多 く
いた。 しか し， 実際に家庭で、作っ た り ， 自 ら巻き
すで巻いた り する 経験はないため， 巻き寿司づ く
り への関心は と て も高かっ たO 実習では， 海苔全
体に ご飯を敷きつめ， 材料を並べる と こ ろまでは
ス ムーズであっ たが， 巻きすは実演で見た様には
し ゅミずにかな り 苦戦 していた。 しか し， 完成 した
時には満面の笑顔があ り ， グループ。で、お互いに拍
手 して喜ぶ姿があ っ た。 高校生 も初めは巻き寿司
づ く り に苦戦 していた も のの， コ ツ を教え る と ど
ん どん上達 していっ た。 小学生か ら 高校生ま でが
一緒に学習 に参加 したが， どの年代も学ぶ意欲が
と て も旺盛であ り ， 巻きすを使 う 難易度の高い工
程で も ， コ ツ をつかんで上達 してい く 姿には感心
させ られた。 さ ら に， テ ィ ーチ ン グ ・ アシス タ ン
ト を務めた高校生は， 小中学生に作 り 方を教えた
り ， 細かく ア ドバイ ス した り ， 集中力 を欠いた小
中学生を注意 した り ， 一緒に作っ た り 後片付けを
した り と ， ま さ に小中学生の手本 と なっ ていた。
テ ィ ーチング ・ ア シス タ ン ト 活動の意義やね らい，
自 ら の学習成果を しっ か り と 理解 しての行動であ
ろ う と 思われ， 各年代に応 じた学習がな さ れてい
る こ と や， 教え教え られる 関係は見習 う べき も の
で、あっ たo (粛藤弘子)
写真 4 . r調理J の授業風景
(5) 授業実践 「プレゼンテーシ ョ ン」
日 本 と 山形について英語で、フ。 レゼ ンテーシ ョ ン
を行っ た。 授業者は， 鳥海志帆であ る。
ク ーラ モ ン ・ セ ン ト ラノレ ・ ス ク ールでは 60 名
干副支の小中学生対象で、あった。 日 本についての知
識はほ と ん どないよ う だったが， 東 日 本大震災に
よ る津波の こ と は知っ ていた。 世界地図 と と も に
日 本 と オース ト ラ リ アの面積 と 人 口 の比較を提示
する と 自 国オース ト ラ リ ア と 比べて面積が約 20
分の l の狭い 日 本に 6 倍ほ どの人が住んで、い る こ
と に驚いていた。 富士山， 相撲， 桜， 舞妓 さ ん，
アニメ キ ャ ラ ク タ ー， ラ ン ドセノレの写真で 日 本に
ついて紹介 した。 山形についてはワガワ ガ と 気候
が似ている こ と ， 果物， 蔵王， 最上川 1 ， 芋煮会な
ど を紹介 した。 北半球 と 南半球でち ょ う ど気温変
化が逆にな る こ と ， 降水量の多 さ ， 冬の気温の低
さ と 雪に興味関心を も っ た様子だ、っ たO みんな熱
心に聞いていて， 途中の問いかけに対する反応 も
よ く ， 質問 も た く さ ん出た。 答え られずこ ち ら が
困 っ て しま う も の も あ り ， 物事の捉え方の違い と
好奇心の旺盛さ に驚いた。
ワ ガワ ガ ・ ハイ ・ ス ク ーノレでは 日 本語を勉強 し
ている 15 名程度が対象であった。 日 本についての
知識がかな り あ り ， 既に知 っ てい る こ と が多かっ
た よ う だ。 日 本語の学習段階が事前に分かっ てい
れば， 日 本語を使用 して子 ども を も っ と 参加 させ
る よ う な工夫も可能だ、っ たのかも しれない。
準備段階で対象 と な る 子 ど も の学年， 日 本につ
いての知識量， フ。 レゼ、ンテーシ ョ ンの時間が分か
らず， 何を どの程度 どの よ う に紹介すべき か決め
る のが難 しかっ た。 日 本について知識がほ と ん ど
な ければ， 日 本について一般的な内容で よ いだろ
う が， 日 本についてあ る程度知っていれば， 山形
の こ と を 中 心に 日 本語も使用する紹介準備ができ
ただろ う 。 さ ら に学年が分かれば， 日 本の同学年
の子 ど も についての紹介も興味関心を ひ く 内容だ
っ たのかも しれない。 (鳥海志帆)
(6) 授業参観 I
①セイ ク リ ッ ド ・ ハー ト ・ カ ソ リ ッ ク ・ ス ク ール
急速参観の決ま っ た学校の一つで、あるO 朝の会
か ら 11 時ま で参観 した。 E姐LY STAGE1 はオープ
ンスペースで 2 ク ラ ス である。 スマー ト ボー ドを
出席確認 と 天気予報を見る と き に使用 していた。
出席石軒忍で、は画面上の 自 分の名前に触れる と 名 前
が消 え， 天気予報では 2 ク ラ ス一緒に週間天気予
35 
報を見て， 教師が一番暖かし 市 や寒い 日 を子 ど も
に聞いていた。 STAGE2 の音楽では鉄琴， 木琴， ウ
ッ ドブロ ッ ク の演奏を聞かせて く れた。 STAGE3 (3
ク ラ ス) の英語では環境の課題解決の時間の よ う
で， パ ソ コ ンを使っ た り 話 し合っ た り していた。
子 ども の ノ ー ト を見せて も ら う と 最初か ら 最後の
行ま でびっ し り 書いた り ， 4 コ マ漫画の よ う に絵
で表現 していた り していた。 自 分で学習方法を選
び積極的に誌琶を解決 し よ う と する 雰囲気だっ たO
Purple Class と Blue Class (特別支援学級) に も
入る こ と がで き ， 子 ど も がブロ ッ ク で、作っ た車を
見せて く れたので感想をい う と ， 作 り 方を話 して
く れた。
教室の机の配置や机の向 き は様々 だ、っ た。 机は
日 本 と 違い普通のテーブルで， 形は長方形， 九
台形な どであ る。 それ ら を組み合わせる， 単体で
使 う な ど していた。 EARLY STAGE を含め全体的に
規律が守 られていて落ち着き があ り ， 訪問校の中
で 日 本の小学校に一番近い よ う に感 じた。
②サ ウ ス ・ ワ ガ ワ ガ ・ パブ リ ッ ク ・ ス ク ーノレ
校長に よ る ガイ ド ツ アーで， 全校朝会か ら 1 1
時ま で参観 した。 STAGE1 の算数では， まずスマー
ト ボー ドの前に子 ど も が集ま り ， 教師の操作で何
問か子 ど も に答 え さ せた。 そ して席に戻 り 2 人組
で問題に取 り 組んだ。 問題はすごろ く と おは じ き
取 り の 2 種類あ り ， 子 ど も の レベルに合わせてい
た よ う だっ た。 すごろ く では普通のサイ コ ロ と 数
字のサイ コ ロ の 2 つを使用， おは じ き 取 り では数
字だけのサイ コ ロ の 3 つを使用 していた。 あ る 2
人組(すごろ く ) の様子を見る と ， ぱっ と 3 つ同時
に足 した り ， そ う か と 思えばち ょ っ と 考えた り ， 2 
つの数字を足 してか ら 3 つ 目 の数字を足 した り と
思考過程を見る こ と ができ た。 1 階建ての建物が
点在 している校舎で渡 り 廊下か ら外での体育も 見
る こ と ができ た。 数多 く の教室に入 らせていただ
き ， 休み時間には教員たち と 話すこ と も で き た。
教室の机の配置は4人か ら 10 人の グループ。でい
ろいろな向 き だ、っ た り ， みんなスマー ト ボー ドの
方を向いた り していた。 机はテーブルで， 形は四
角 だけのよ う だ、っ た。 (松田亜希子)
(7) 授業参観H
①ザ ・ リ ベ リ ナ ・ ア ン グ リ カ ン ・ カ レ ッ ジ
私 た ち は ト ラ ッ ク (The Riverina Anglican 
College) と い う 学校を訪問 した。 12"-'18 才の子
ど も が通ってお り ， そのため， 全員に一律の授業
をする のではな く ， 習熟度や興味関心に応 じたク
ラ ス分けが行われていた。 校舎は教科に よ っ て複
数に分かれてお り ， 数学を 中心に学習する棟， 芸
術を中心に学習する棟な どに分かれていた。
実習生の う ちの 中学校， 高校の現臓教員の 4 人
が訪問 した。 そ こ では最初か ら個人に分かれて 自
分の専門教科の授業を参観 した。 さ ら に参観に と
どま らず， 各実習生が主体的に 自 分の部題意識や
現地の教育についての疑問を直接話 し合 う 機会を
設け調査 した。 私は数学を中心に授業 している棟
に行き ， 数学の授業を参観 した後， 職員室の数学
の教師 4 人に集ま っ ていただ、き ， 私を含めた 5 人
で 日 本の数学の授業 と オース ト ラ リ アの数学の授
業の違いについて 1 時間程度のディ ス カ ッ シ ョ ン
を千子 う こ と がで き た。
日 本 と オース ト ラ リ ア の数学の授業の違い に
ついてディ スカ ッ シ ョ ン した と こ ろ， 日 本は単元
構成やその授業で、習得すべき 事項が明確にな っ て
い る のに対 し， オース ト ラ リ アではゲームや操作
を通 し コ ンセプ ト を教える こ と を重視 してい る こ
と 。 その理由 と して， 1 つの問題を解 く ための授
業か ら はその問題を解 く た めの コ ンセ プ ト しか得
られない と 考えている こ と 。 さ ら に， r様々 なハン
マー (問題解決に至る ためのアイ ディ ア， ス キル) J
を持たせ， どれを使 う か判断する こ と を大切に し
ている か らであ る な どの違いがあ っ た。 日 本の よ
う な授業ス タイ ノレで、あ る ， 計算や問題を解 く こ と
を 中 心 と した授業， ワ ー ク は， オース ト ラ リ アで
は traditional な教師 しか行ってお らず， 若い教
師は 「計算機が あ る な ら それを用いる べき 」 と 考
え て ， む し ろ concepts problem や thinking
problem (制強詣呉を狙い と した耕オやオープンエ
ン ド教材) を 中心に用いてい る し， ワ ー ク も そ の よ
う な問題ばか り 取 り 扱っ てい る も のが増えている
こ と な どの話も聞 く こ と ができ た。
他 に も 社会科では， 古代ギ リ シア のサラ ミ ス の
海戦について授業を行っ てお り ， 日 本の よ う な教
科書中心の授業ではな く ， 各 自 コ ン ヒ。ュータ を使
用 し映像を見る な ど して調べる と い う 授業を行っ
ていた。 さ ら に現地の教師 と の対話の 中で， 概 し
て 日 本は世界全体や時代全捌こついて比較的ま ん
べんな く 知識量と して均一に取 り 扱 う のに対し，
オース ト ラ リ アでは扱 う 際の濃淡はあ る が， あ る
分野に対 し集中 的に学習 を行っ てい る と いっ た違
いがあ っ た。
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また， 家庭科では， 日 本の よ う な家庭科の教師
がいる のではな く ， r健康J と いった分野の教師が
いて， その教師が保健体育の 「健康」 の授業 と ，
家庭科の 「健康j の授業を行 う と いっ たシステ ム
についての違いがあっ た。 (信夫智彰)
3 日 本 と オース ト ラ リ アの比較
今回の実習では， 実習生に 日 本 と オース ト ラ リ
アの教育を比較 さ せた。 実習生か ら 出 された観点
を， (1) 国に よ る ガイ ド ライ ン， (2) 子 ど も の主体
性， (3) 学習規律， (4) ICT の導入の 4 点に整理 し
て報告する。
(1) 固 に よ る ガイ ド ラ イ ン
オース ト ラ リ ア には 日 本の学習指導要領の よ う
な国 と しての教育の基準がない。 教育が州、|に よ っ
て管轄 さ れている ため， 州 ご と に教育制度が異な
る。 どの よ う なカ リ キ ュ ラ ム を導入する かは学校
の裁量の範囲内 に あ る。 実習生たち は， 学校や教
員 に こ う した裁量が与え られる こ と のメ リ ッ ト を
感 じつつ， その課題点について も 指摘 している。
① 日 本 と オース ト ラ リ アの比較か ら ， 学習指導
要領がない分， 自 由 にカ リ キ ュ ラ ム を教師がつ く
る こ と ができ る こ と ， それも ， 子 ど も の思考の流
れを汲んだ も の を使用 している こ と が分かっ た。
(小山 田夏美)
② オース ト ラ リ アでは各学校に よ っ て特色を 出
しやすいが， 学校聞の差も大き く な る。 日 本では
均質な教育内容が保証 さ れる が， 学校の特色を 出
すには限界がある。 (菅原智法)
③ オース ト ラ リ アの よ う な数学の授業や学力観
は， 全教員が同一歩調で捉え られる も のではな く ，
教師それぞれが 自 分の学力観を持つ ては じ めて成
し得る も のだ と 考えている。 日 本では学習指導要
領を持ち出 して教員の裁量性のな さ を訴える こ と
も 見受 け られる が， 指導要領に も教師それぞれが
自 分の解釈をする だけの余地は確保 されてお り ，
言い訳にする こ と はでき ない。 自 分な り の学力観
を打ち 出 し， それに基づいた授業づ く り ができ る
よ う な教師の力が求め られている。 (信夫智彰)
(2) 子 ど もの主体性
授業参観を と お して， オース ト ラ リ アの子 ど も
た ちが主体的に授業を受けている と 感 じている実
習生が多い。 その主体性を支え る も の と して学習
の進め方， 学習集団の人数， 選択制の在 り 方な ど
に注 目 している。
① オース ト ラ リ ア で は表現する 機会が多 く ，
E組LY STAGE の と き か ら見聞き した ら 自 分で考え
表現する こ と を繰 り 返 している。 教師の前に集ま
っ て何問か答え さ せた と き も ， じ っ と して聞 く こ
と よ り 全員が質問に答 え る こ と を重視 していた。
ま た， 自 分 自 身で進んで、い く 力はオース ト ラ リ ア
のほ う があ る と 感 じた。 それは学習の型を も 自 分
で作る こ と ができ る こ と に もつなが る 。 課題に対
して どのよ う な方法か， どの道筋で考えてい く か，
答えが出た ら ど う す る かま で， 自 分 自 身で進んで、
い く こ と ができ る よ う に感 じた。 (松田亜希子)
② 州U の池田教授の 「オース ト ラ リ アはサ ラ ダ
ボーノレj と い う 言葉が印象に残っ ている。 オース
ト ラ リ アは移民が多いが， 皆仲 良 く 生活 している。
国民を無理に統一 しよ う と す る のではな く ， 国民
一人一人を尊重 していこ う と する考え方が土台に
あ る こ と が平和な国家につながっている と 教えて
いただいた。 学校現場でも ， 一人一人を尊重 した
授業や活動場面が保証 さ れ， 個々 の能力の育成を
図っ ている。 例えば， 中学校では学年が上が る に
つれて必修教科 よ り も選択教科の方が多 く な り ，
選択教科も幅広い分野の科 目 が設置 さ れている。
そのため， 子 ど も は 自 分の興味 ・ 関心のある 科 目
を履修 し， その能力 を高め る こ と ができ る シス テ
ムである。 その成果 も あ っ てか， 参観 した授業全
てにおいて， 子 ど も は課題に真剣に向き合っ てい
る 姿が あ り ， 少人制臓のき め細やかな指導がな
さ れていた。 (禁藤弘子)
③ オース ト ラ リ アではゲームや操作を通 し コ ン
セ プ ト を教え る こ と を重視 している。 その理由 と
して， 1 つの問題を解 く ための授業か ら はその問
題を解 く た め の コ ンセプ ト しか得 られない と 考え
ている こ と 。 さ ら に， í様々 なハンマー (問題解決
に至る ためのアイ ディ ア， ス キル) J を持たせ， ど
れを使 う か判断する こ と を大切に している こ と な
どがあ っ たo (信夫智彰)
④ 日 本では 1 ク ラ ス の子 ど も数が多いためか，
やや講義形式に な り がちであ る が， オース ト ラ リ
アでは教師 と 子 ど も のや り と り で授業が進んで、い
た。 少人数なので一部の子 ど も だけが発言 し， 発
言 しないで聞いて い る だけの子 ど も はいなかっ た。
教師か ら の発問 も 答え る 子 ど も が限定 さ れないよ
う 工夫 さ れてい る と 感 じた。 今後の授業計画を教
師 と 子 ど も たち で意見交換 しなが ら決定 している
ク ラ ス も あっ た。 子 ど も の 自 主性を活かす と と も
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に， 教師に指示 さ れて学習する のではな く ， 自 分
たちで同意決定する こ と で学習意欲が高ま る のか
も しれない。 一方で， 日 本の授業は机の配置の仕
方 も 関係 している のかも しれないが， 教師主導で，
子 ど も は受動的な参加にな り がちだ。
(鳥海志帆)
日 本 と オース ト ラ リ アの教育を比較 して考察す
る 場合， こ う した違いに注 目 する こ と は大切な こ
と であ る。 その上で， 他者に あ る そ の 「良 さ j を，
自 分た ちの教育活動に取 り 入れる には ど う すべき
かを考えていかなければな ら ない。 こ の点につい
て， 実習生は， 次の よ う な提言を行っ ている。
⑤ 日 本の数学の授業では， 1 つの問題に対 して
の解法を学習 し， その組み合わせ方に よ っ て発展，
応用 してい く こ と が多い。 逆にいえば， 問題の解
決方法の選択肢が非常に狭く ， 学習者が他の解法
を模索 し， その ど ち ら を使えばいいのか考え る機
会はほ と ん ど用意で き ていない。 理想的 と 言え る
問題を 日 本の授業で与える こ と ができ ないのはな
ぜなのか考えた。 まず， 評価についてであ る。 日
本の数学の評価の 中 心 と も い え る テ ス ト では， 1 
問 1 答式の問題が非常に多い。 これはテス ト に対
し明確に差をつけ る 性質を持たせ よ う と している
こ と ， これま で、の算数 ・ 数学教育では知識や技能
を偏重 して き たか ら であ る こ と ， 教師 自 身がその
よ う なテ ス ト しか経験 して こ なかっ た こ と が要因
に な っ てい る と 考えている。 これ以外の評価の仕
方が発展 していかなければ， 授業も その評価問題
を解決する方向 に寄っ てい く こ と にな る のは当然
と 言え る 。 また， 学習耕オであ る 問題 自 体も構造
が単純であ り ， 多様なアイ デ、イ ア を生みだすも の
に な っ ていない。 こ の よ う な反省に立っ て今後の
評価の在 り 方を検討 した と こ ろ， íA か ら B に 自 転
車で行 く と 何分かかるか答えな さ い」 と い う 問題
ではな く ， íA か ら B に行 く た めに ど う すればいい
か考えな さ いj と いっ た よ り 大き な枠で問題を作
成 し， その枠の大き さ に伴っ て柔軟に評価で、き る
教師の力量が求め られる と 感 じている。 小学校の
テス ト については再考の余地が あ り ， 高校， 大学
の入学試験な ど も も っ と 幅広い観点か ら数学の学
力 を提言 してい く 必要を感 じる。 日言夫智彰)
⑥ 学年が上が る ご と に必修科 目 が減 り 選択科 目
も増え， 最終的には必修科 目 はほ と ん どな く な る
よ う だ。 大学の よ う に授業 (科 目 ) 数が多い。 幅
広い選択科 目 に対応するために教師が教科の枠を
超え， 擾数の科 目 を担当 している こ と に驚いた。
教師が， 大学で、教科指導について勉強する こ と が
可能の よ う だ。 子 ど も の選択に学校や教師が対応
している よ う な感 じ も受けた。 科 目 選択や進学決
定はき ち ん と 自 分の将来を見据えていない と 選択
が難 しいだろ う 。 幼い う ちから将来の職業を考え
た り ， 自 分の興味関心のあ る 分野を突き詰めた り
してい る のだろ う ヵ、 大学受験に向けての対策を
行 う 点は 日 本 と 同様だが， オース ト ラ リ アでは受
験科 目 を限定 して選択でき る よ う だ。 どち ら か と
い う と 知識の詰め込み と 考え られる 日 本の受験対
策 と は異な り ， 自 分の得意な数科 目 を深 く ， 根拠，
意図や 目 的， 物事の背景， 効果や影響等を論理的
に考えて言葉にする こ と が求め られている よ う だ
っ た。 こ の よ う な授業形態や授業でのや り と り で
思考力 ・ 判断力 ・ 表現力が育成 さ れ る のだろ う 。
(鳥海志帆)
(3) 学習規律
授業参観を と お して， 授業規律について感想を
もっ実習生が多かっ た。 日 本の学習規律を厳 しい
と 考え， オース ト ラ リ ア には 自 由 さ が あ る と い う
先入観があ り ， その厳 し さ を意外に思っ ている。
実習生の考察は， オース ト ラ リ アの学校にあ る 学
習規律の よ さ を と ら え よ う と する意識がみ られる。
① オース ト ラ リ アの学校で、意外だっ た こ と は先
生が児童生徒に対 して厳 しい こ と であ る。 前提 と
して授業のルーノレの よ う な も のがあ り ， それに従
う こ と が求 め ら れている よ う に感 じた。 例えば授
業中の私語はまず注意 さ れ， それでも続 く と 席 を
移動 さ せ られた り ， 教室外に出 る よ う 指示 さ れた
り していた。 日 本 よ り も は る かに厳 しい し， 賞罰
制の よ う な印象を受けた。 (鳥海志帆)
② オース ト ラ リ アでは規律の厳 し さ が感 じ られ
る。 各校でそれぞれ明確な基準があ り ， それに基
づいた指導が行われている。 服装， 持ち物， 学習
態度な ど 日 本の学校以上に厳格に守 られている 部
分 も あ る 。 こ れ ら は学習指導に関する も の と して
扱われている と 思われる。 し か し直接学習 と は関
係のない， 生活指導的な部分での 自 由度はかな り
大 き い。 オース ト ラ リ アでは学校は学習指導の場
である と 考え， 指導の基準も 学習 中心に考え られ
ている。 これに対 し 日 本では， 学習指導 と 生活指
導は結びつけて考え られてい る。 (菅原智法)
(4) ICT の導入
オース ト ラ リ ア政府の予算投入によ り ， 多 く の
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学校で、スマー ト ボー ドが整備 さ れている。 その結
果， こ こ数年の聞に教育方法の大 き な変化が起き
ている。 ICT を用いた授業のメ リ ッ ト ， その導入
の様子から感 じ られる 日 本の教員の特徴について，
次のよ う に考察 している。
① 日 本の学校では黒板を使用 して授業を行って
い る が， オース ト ラ リ アでは， 全教室にスマー ト
ボー ドが設置さ れてお り ， それを用いて授業が行
われている。 教師も使い方をマス タ ー してお り ，
ゲーム感覚での授業展開 も可能で、あ り ， 子 ど も の
学習に対する興味 ・ 関心を高 め る 工夫がな さ れて
いる。 (斎藤弘子)
② 日 本においては教育に限 らず保守的な傾向 と
い う こ と も ， 新 しい も の を整備 し よ う とする にあ
た り なかなか進ま ない要因かも しれない。 これは
現場の教職員に も も し か した ら言える こ と であ り ，
こ こ に教職員の意識の 日 本 と オース ト ラ リ アの違
いが出て く る。 サ ウ ス ・ ワ ガ ワ ガ ・ パブP リ ッ ク ・
ス ク ーノレで、は視察 した 日 のつい 4 日 前にスマー ト
ボー ドが設置 された と の こ と で、あった。 こ こ では，
スマー ト ボー ドを活用 しなが ら算数の授業を行っ
ていたが， その教員が言 う には 「確かに使い始め
る と き は分か ら ない こ と も あ る が， 新 しい も の を
活用する こ と は と て も わ く わ く する。 それに これ
は教育的 に も と て も 有効であ る」 と している。 こ
れが全教員の意見ではなし 1かも しれないが， こ こ
には新設備の導入 と 授業展開のメ リ ッ ト を捉え早
速活用 し よ う と し づ ， そ こ には楽 しみも覚え る と
い う こ の よ う な意識が， 日 本の教育現場環境を想
像 した時に異な る も のである と 感 じ られた。
(佐藤義正)
4 到達点 と 課題
2010 年度， 201 1 年度 と ほぼ同様のプロ グ ラ ム で
異文化圏実習を実施 した。 補習授業校， 小 ・ 中 ・
高校で授業実習 を行い， 実践の経験を拡大する こ
と がで き た。 ま た， 授業参観な ど を通 して 自 分 自
身の授業改善の ヒ ン ト を得る こ と も で き ている。
言乱闘 と な る のは， 事前学習の在 り 方である。 2
回の異文化圏実習 を通 して， 訪問する学校や子 ど
も た ち の大ま かな様子は把握でき ている。 その実
態を踏ま えた上で， 授業の準備に取 り 組ませる必
要がある。 子 ど も たちが何に興味を も ち， 何を学
びたい と 感 じ る かについて考 え さ せ る こ と が， 異
文化圏実習の効果を よ り 高 め る も の と 考え られる。
201 1  Overseas Teaching Internship (OTI) in Australia 
Tsuneo Y品在AGUCHI， Yoshiyt企i MURAY.品在A， Setsuko SATO， Toshikazu MIURA， 
Natsumi OYAMADA， Hiroko SAITO， Yoshimasa SATO， Tomoaki SHINOBU 
T omonori SUGAWARA，Shiho TORINOUMI， Akik.o MATSUDA 
(Graduate School of T eacher Tr白血ng， Yamagata University) 
τ'he 2011 hands-on teaching internship program was held in Australia in September. Seven 
graduate students accompanied by three graduate advisors were required 加 intern 10 full-days at 
a total of 6 schools through lesson demonstrations and observations. Some of the different 
fèatures in Australian education system with some proven efficacy seemed 白 have been of special 
interest to the interns. And their attention， in pぽtic吐ar， was focused on Australian classroom 
management and learning environment that may have resulted in fostering autonomous and 
self-determined students. 
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